
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課

指定管理者

１　施設名等

住所 長野県安曇野市堀金烏川26

施設名 電話 ０２６３－７３－０２０３

ホームページ http://karasugawa.com/

２　施設の概要

設置年月 平成１４年４月 根拠条例等 長野県都市公園条例

  水辺エリア：環境管理棟、トイレ、駐車場、園路、渓流園地、あづまや、展望台、ビオト－プ

森林エリア：森の家、あづまや、森林トイレ、駐車場、園路

開園面積：49.67ha

利用料金 無料

開所日 ・管理事務所開所日：1/4～12/28(閉所日は12/29～1/3)　　・トイレ4箇所冬季閉鎖（12/1～3/31)

開所時間 管理事務所開所時間：8時30分から17時15分まで

３　現指定管理者前の管理運営状況

～平成21年度 直営 －

平成22年度～24年度 指定管理 (一財)公園財団

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 (一財)公園財団 指定期間 平成25年4月1日　～　30年3月31日（5年間）

選定方法 公募（応募者数：４）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

31,431 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務

・本緑地（備品等を含む）の維持管理、利活用に関する業務及びこれに付帯する業務

・「烏川渓谷緑地市民会議」の運営、活動等に関する業務及びこれに付帯する業務

７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼動率】 （単位：人、件、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

平成28年度（Ａ） 2,480 4,230 3,020 5,490 9,320 1,960 1,730 1,650 630 340 490 670 32,010

平成27年度（Ａ） 2,090 5,920 4,230 8,000 11,520 3,850 3,000 1,700 520 460 590 1,000 42,880

（Ａ）/（Ｂ） 118.7 71.5 71.4 68.6 80.9 50.9 57.7 97.1 121.2 73.9 83.1 67.0 74.7

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

平成  年度（Ａ） 0

平成  年度（Ｂ） 0

（Ａ）/（Ｂ）

平成26年度（B） 差（A）－（B）

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：平成28年度】

建設部都市・まちづくり課（安曇野建設事務所）

長野県烏川渓谷緑地

設置目的
住民福祉の増進に寄与することを目的として、貴重な自然環境の保護・保全に配慮し、一般住民に自然とのふれあい、自然体験・学習、レク
リエーション、文化活動などの場を提供するため。
この目的達成のため、行政と市民との協働による緑地の管理・活動を実施。

施設内容

(一財)公園財団

31,431 0

増減
理由

　―

・4月においては平均気温が平年より高く、好調な利用状況となった。（前年比18.7％増）。
・平成28年度（4月下旬から10月中旬）はクラブツーリズムの団体ツアー利用（ミステリーツアー）がなかったことが利用者
減の大きな要因である。
・9月、１０月は秋雨前線や台風の影響により昨年を下回る利用状況となった。
・年間を通して散策、水遊び等は、平年を上回る安定した利用が見られたが、団体利用の減少により昨年より利用者の
減となった。

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

平成27年度（A）

増減要因等

増減要因等
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（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

　

（５）サービス向上のため実施した内容

・環境管理事務所配置スタッフは、「サービス接遇検定」の資格を取得し、インタープリターとしての資質向上に努めた。

（６）その他実施した取組内容

（７）利用者の主な声及びその対応状況

見直した場合はその内容

有　・　無

開所日数 開所時間 見直しの有無 見直した場合はその内容

平成28年度（Ａ）：359日 平成28年度（Ａ）：8:30～17：15
有　・　無

平成27年度（B）：360日 平成27年度（B）：8:30～17：15

・ビジターセンター機能の強化として、レクチャールームの剥製等標本の追加制作及び本緑地の旬情報、標本解説、園内ガイドを実施した。

・スタッフによる案内ガイドを求めない利用者のためにセルフガイドを作成・配置した。（紅葉、冬芽、木の実、鳥の羽等）

・安曇野市内小学校の宿泊学習に伴う環境学習や近隣宿泊施設を利用する学校団体への環境学習対応を実施した。下見実施時に希望する
学習内容及び実施方法を確認し、団体ごとのニーズに応じたきめ細やかな利用対応を行った。荒天時は雨天プログラム等時間短縮プログラ
ム提供を行った。

・繁忙期における駐車場の円滑利用のため、駐車場誘導案内員を配置し整理を行った。

・日々の園内巡視の実施により、園内情報、自然情報の収集、把握に努め、レクチャルーム及び園内でのインタープリテーション実施に活用し
た。

・利用状況に応じてトイレ清掃の頻度を上げたほか、トイレ美化として生花を飾り清潔かつ快適な環境維持に努めた。

・バーベキュー禁止後のバーベキュー利用目的での来園者に対する案内指導、バーベキューが可能な近隣施設の案内等、丁寧な対応に努めた。

○園内看板に関する要望
緑地内での樹木の種類などの明示、植物へのネームプレート設置

○行事予定に関する要望
行事の年間計画を希望。

ご意見、要望

○行事開催について以下の要望があった
・四季の探鳥会開催、早朝バードウオッチング、カワセミ観察、野鳥
写真撮影
・植物観察（樹木種類、植生、生態、外来植物対応方法、草花、シ
ダ・コケ、河原の植物、木の実クラフトなど）
・生物の講座、水生昆虫、昆虫撮影、寄りの野生生物観察（リス・ム
ササビ等）
・スノーシュー複数回開催、登山道トレッキング、里山散策、自然環
境を学ぶ講座、山間部での動植物観察、一泊での行事などじっくり
見学、地学、地質
・子ども向け、幼児対象イベント開催。
・フィールドだけでなく座学と併せた講座開催、フィールドでの活動
時間の長い講座

○行事運営に関するご意見
好意的な意見が大多数であったが以下のような指摘を受けた。
・人数が多く見づらい事が残念であった。
・イベント途中の石碑や自然環境の説明や解説、案内が欲しかっ
た。
・イベント会場への道案内誘導表示を増やしてほしい。

対応状況

多種多様な行事開催へのご意見、要望を頂戴し、次年度以降の開催に向けて
実施内容の検討を行った。

・適正参加人数及び実施方法について検討した。
・解説、案内の必要な個所について再度見直しを行い、次回開催の計画に反映
させる。
・参加者に向けた会場案内誘導について再度現地確認を行い検討した。

行事への参加機会の公平性を保つため、概ね１ヶ月前の情報発信としていた
が、情報提供と受付方法について検討していく。

案内看板等の現地調査を行いトイレ案内方法について検討した。

随時、設置個所の見直しを行ない、利用者の目につきやすい樹種等への効果
的な配置を検討した。

○施設関連のご意見
トイレの場所がわかりにくい。
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８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価
項目 指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

施設の目的に沿っ
た管理運営

・烏川の貴重な自然を守り、動植物の保全・育成活動を推進す
るため、植物管理は緑地スタッフ１人１人のスキル向上に向け、
経験豊富なスタッフが同行の上、各作業を実施した。除去すべき
植物、保全利活用すべき植物、動物・昆虫等が利用する植物な
どきめ細やかに対応しながら維持管理を実施した。
・園内利用においては、利用者への適切な案内、利用状況を踏
まえた園内清掃の徹底により、安全で清潔な利用環境の維持に
努めた。特に禁止行為となったバーベキュー利用を希望し来園
されたお客様への適切な案内、近隣施設へのご案内及び、環境
保全への取り組みについて丁寧に説明し理解を深める取り組み
を行った。
・地元安曇野市及び松本市をはじめとする学校団体利用におけ
る環境学習では、河川、樹林等緑地の自然資源を最大限活用
し、自然体験型環境教育の場としての利活用及び普及啓発に努
め、質の高いプログラム提供を行った。
・近隣宿泊施設と連携した取組みとして、学習目的の宿泊団体
へ環境学習プログラムの提供を行った。
・市民協働・地域連携を推進するため、定期的に会議を開催、市
民と協働したイベント開催による利用促進や情報収集を実施し
た。さらに、地域とともに緑地を育むため、緑地内での植物調査
等のサポートも行った。
・安全、安心を第一に、心癒される緑地を提供するため、スタッフ
の挨拶をはじめ、利用者が気持ちよく過ごすことのできる環境づ
くりに努めた。お客様の安全確保のため、園内巡視を行い、徹底
した支障樹木、支障枝、枯損木の除去行った。
・笹刈り、落ち葉掃き、除草作業などは、障がい者活動を支援す
る地元ＮＰＯ法人やシルバー人材センターと連携し、活動や労働
の場の創出、地域社会活性化に貢献した。
・長野県が推進する省エネルギー対策活動への参画として、
「クールシェアスポット」へ登録した。同時に、本緑地をクールス
ポットとして紹介できたことで夏季の利用促進を図った。
・建設事務所との連携によるツキノワグマ活動時期における利
用者の安全確保を図った。ツキノワグマ目撃情報、フィールドサ
イン確認状況に応じて臨時閉園、利用制限区域の設定、笹刈等
環境管理など迅速な対応を行った。
・ツキノワグマ対策講習会及び普通救命講習会を国営アルプス
あづみの公園管理センターと共同で開催し、隣接する施設との
連携による取り組みを実施した。

・協定書、仕様書及び年度計画書に基づき、施設の目
的に沿った管理運営を適切に実施していた。
・市民会議事務局として県と市民会議との調整を密に
行い、円滑な管理運営をしていた。
・平成27年度からのバーベキュー禁止措置について、
緑地利用者へ丁寧な案内を心掛け、適切に対処してい
た。
・安曇野市内のほとんどの小学校から環境学習の依頼
を受けるなど、地元教育関係者からの評判も良く、施設
の有効利用に寄与していた。
・ツキノワグマ対応策として、国営公園と共同で講習会
を開催するなど、利用者の安全・安心の確保に配慮し
て行動していた。

A

平等な利用の確保

・ホームページや看板を通じて本緑地の利用方法やルールを正
確に情報提供した。
・イベント開催の際は受付時期を１ヶ月前とし、地元記者クラブへ
のプレスリリース及び公共施設等へのチラシの配置による申込
者の平等性を確保した。
・山菜・きのこ採取及び昆虫採集目的の利用者へ環境保全の取
り組みについて丁寧に説明を行い、後から来園される利用者に
も配慮した公園利用案内を行った。
・平等利用の観点から、利用者の声を幅広く収集することを目的
とした「モバイルご意見箱」を継続して実施した。

・イベント開催の際は、マスコミへのプレスリリース等を
行い、利用者に対する平等な利用確保に努めていた。
・園内巡視を行う際は、利用者に対し親切・丁寧な案内
を心掛け、心地よく緑地内を利用できるよう配慮してい
た。

A

利用者サービス向
上の取組

・公式ホームページの改修を行うと共に随時更新を行い、園内
の自然資源やイベント情報の告知及び旬情報提供に努めた。
（HPアクセス件数19,892件。）
・イベント終了後、参加者アンケートを実施。利用者ニーズを把
握し、管理運営へ反映するための判断材料とし、サービスの提
供や改善に努めた。
・利用満足度を図るためアンケート調査を実施。利用者のご意
見を収集し管理運営に反映させた。
・イベント開催においては、緑地内の自然資源、環境資源を最大
限活用すべく企画内容を吟味し、参加者の満足度の高いイベン
トを実施した。参加者からの期待度の高いカタクリやオオルリ観
察のイベントや、アブラムシ、水生昆虫など普段では目にするこ
との少ない生物の学習会、歴史文化に関する学習会など、緑地
の資源を活用した企画内容とし、幅広いニーズに対応したイベン
トを実施した。
・また、長野県が推進する信州山の日と連動したイベントを企画
し実施した。
・イベント募集に際しては、松本市、大町市の市政記者クラブを
活用。毎回プレスリリースによりパブリシティーによる募集記事、
開催記事掲載に努めた（新聞掲載50件。安曇野市広報4件、ＴＶ
ニュース１件）。　また、近隣の図書館、公民館、宿泊施設等へ
のチラシを配布し、情報提供と参加促進に努めた。
・当財団が共同体代表として維持管理を行う国営アルプスあづ
みの公園堀金・穂高地区及び大町・松川地区においてもチラシ
を配布し情報提供と参加促進に努めた。
・繁忙期には管理事務所スタッフ及び専門スタッフによる駐車場
誘導を行ない円滑な利用環境創出に努めた。

・公式ホームページによる情報の発信、プレスリリース
や安曇野市広報への掲載など利用者に向けての情報
発信に努めていた。
・緑地利用者及びイベント参加者のアンケートからニー
ズの把握に努め、業務改善等に反映させていた。
・緑地の自然資源を活用した企画を多く取り入れ、幅広
いニーズに対応したイベントを開催するとともに、その
開催回数も前年度よりも増やすことで、多くの参加者か
ら好評を得ていた。今後も自然体験型環境教育の場と
して利用者、参加者から大いに期待されている。

A
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＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題

項　目

自主事業

・自主事業イベントにおいては、クラフト体験及びしいたけの原木
コマ打ちと花炭づくり体験を実施した（参加者86名）。その他自主
事業として、幼児向け環境教育プログラム「グローイングUPワイ
ルド」の指導者養成講座を開催（10名）。
・園内で発生した間伐材売却を行った。
・間伐材売却費及びイベント参加費(材料代）については市民会
議活動支援費として管理運営に活用した。

・県、市民会議と協議しながら、緑地の保護、保全を目
的としたボランティア活動を実施し、園内で発生した間
伐材の売却益を市民会議活動支援費に充てると共に、
イベントを開催する等の工夫が見られた。

B

職員・管理体制

・常勤職員：５名、臨時職員：２名、計７名
・普通救命講習修了者を配置し緊急時に備えた安全管理体制を
とった。
・「サービス接遇検定」有資格者を配置し丁寧な利用案内に努め
た。

・緑地の管理業務を行うために必要な知識と技術を持
つ、経験豊富な職員が配置されていた。
・繁忙期には臨時スタッフによる駐車場誘導を行なう
等、的確な管理体制の確保に努めていた。

A

収支状況

・指定管理料収入31,431千円。　支出　31,431千円。
 指定管理収支においては、実施作業等への優先順位付により
収支バランス良く効率的に管理運営ができた。
・自主事業　　　収入84千円。　支出84千円。
 自主事業収支においては市民会議活動の資器材購入及び行
事運営資材費等へバランスよく効率的に活用できた。

限られた予算の中で、緑地利用者へのサービス低下に
繋がらないよう配慮し、適切に管理運営が行われてい
た。

B

総合評価

・昨年度までの状況を踏まえながら、維持管理（植物管理、施設
管理）、利活用、市民会議活動に関する業務、また、隣接する宿
泊施設との連携として、宿泊団体への環境学習プログラムの実
施など、円滑に運営することができた。
・施設の維持管理においては老朽化箇所の抽出及び優先順位
付けにより建設事務所との作業分担を明確にし、効率的に修繕
を行った。

・緑地利用者及びイベント参加者からはアンケート調査
により好評な評価が得られていることから、引き続き良
好な管理運営をしていただきたい。
・指定管理者により提出された収支状況等資料から、
優れた管理運営がなされていると判断できる。

A

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

・愛犬家の園内利用マナー、無駄吠え、リード外しでの川遊び。
・たばこの吸い殻のポイ捨てや分煙が困難な施設での喫煙対
策。
・管理事務所閉所後のキャンプ、バーベキュー利用対策及びゴミ
の放置対策。
・河川砂防堰堤からの飛び込み水遊び対策。

・愛犬連れ利用者へのマナー向上を指定管理者と協力して呼
び掛けたい。
・分煙又は敷地内禁煙の対応を指定管理者と調整したい。
・指定管理者と協力し、利用者にマナー向上の協力を呼び掛
けたい。

施設の管理運営の
課題
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（様式２）

10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：平成２７年１１月１３日】

・公園の目的に沿い資源を有効に活用し、適切かつ積極
的な管理運営がなされている。
・学校団体や旅行団体の利用時に、当緑地資源の利活用
や学習プログラムの提供などを積極的に行い、公園の目
的に沿った管理及び創意工夫のある運営がなされてい
る。
・今後の利用増進に向けて、現在も実施されている「国
営アルプスあづみの公園」事務所との利用上の連携につ
いて、両園の通行開放による一体利用の回数が増加でき
ればと考える。

国営アルプスあづみの公園との連携につい
ては、国営公園の無料開園日等を活用し、
両公園の相互利用に加え、両公園資源を
活用した公園利用プログラムを企画し連携
強化、利活用を図った。

・国営公園の無料開放日等に両公園を一
体利用できるよう調整を行うことができた。
・今後も国営公園と連携したイベントの実施
について国営公園、指定管理者と調整して
まいります。

・外国人の利用者の動向を把握し、必要に応じて外国語の
案内、注意書き、パンフレットを作成し、より多くの人に快
適に利用してもらえるようにしてはどうか。
・安曇野市民の観光に関する意識調査では、烏川渓谷緑
地の紹介意向が市内観光地で１番であったことから、ＰＲ
による利用者の増加が期待できると考える。十分な情報提
供ができれば利用者の増加が期待できるのではと考え
る。

・限られた駐車スペースの混雑時の利用に対し、職員ス
タッフの適切な誘導や工夫が図られている。
・当公園の取組は、自然資源をありのままに近い形で活か
し、自然の中で利用者に提供するという自然緑地本来の
姿であり、高く評価できる。
・利用者のアンケート等による要望を真摯に受け止め、実
施している。
・日常的にイベント企画も含めた取組みに努力していること
が窺え、企画内容の検討においても創意工夫がみられる。
・国営公園事務所などと「あづみのパークコミュニティ会議」
を立ち上げて情報交換等行っているので、これを利用する
ことで情報発信やイベント開催に向けてのきっかけを作れ
れば良いのではないか。

引き続き効率的・効果的な職員管理体制で
運営を行います。

・自主事業については、自然公園の特性や
市民会議との調整もあり幅広く実施すること
は困難ですが、実施可能なものを指定管理
者と調整します。
・イベント情報の発信時期は、実施の1ヶ月
前に固定していますが、概ねの年間イベン
トを情報発信できるよう指定管理者と調整
します。

・間伐材の一層の有効活用に努めます。
・市民会議や利用者アンケートをはじめ、広
く意見を聴取しながら実施内容を検討し実
施した。企画した事業は情報発信、広報宣
伝の実施方法等を見直し、情報発信の早期
実施により目標人数を確保できるよう努め
た。

指定管理者は、少ない人員配置で効率的
な維持管理に努めていますので、今後とも
利用者サービスの低下にならないよう指
導、助言を徹底していきます。

・36協定の締結、届出が適正に行われている。
・社会保険加入状況が適正である。
・障がい者雇用に関して、時間給が最低賃金額をクリアし
ている。
・労働保険料、社会保険料の滞納がない。
・就業規則の記載内容が適正である。
・研修計画からも緊急救命時の職員対応は万全であり、配
置も含め管理体制は良好である。
・少ない数の職員で、広い緑地の管理を効率的、効果的に
行うための体制づくりがなされている。

・高い水準の管理、運営がなされている。
・指定管理者制度導入時は様々な心配があったが、現状
は良好である。
・数少ない職員スタッフだが、業務に対する意識と能力は
高く、効果的な管理運営がなされており、利用者の満足度
も高い。
・労務管理全般について、適正に行われていることを確認
した。
・今後、周辺環境の整備、特にアクセス道路の狭あい状況
が、利用増加の阻害要因になることも危惧されるので、道
路管理者に対する道路改良の提言も必要と考える。

・指定管理者の自然に対する意識と能力は
高く、公園の利用満足度も高いので、今後
も継続していけるよう助言、指導を徹底して
いきます。
・公園へのアクセス道路は不可欠であり、
今後も引き続き道路改良について道路管
理者へ要望してまいります。

「あづみのパークコミュニティ会議」等情報
交換の場を活用し、地域との連携によるイ
ベント開催や情報発信の取組みを行った。

・これからも利用者の方に満足していただ
けるようサービス向上に向けた取組みにつ
いて指定管理者と調整します。
・「あづみのパークコミュニティ会議」による
情報交換をもとに、イベント開催や周辺整
備について国営アルプスあずみの公園と調
整を図ることができた。

管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課

県による検査結果、総勘定元帳の添付など、しっかりと説
明責任を果たしているが、1年の収支差額がゼロ（収入と
支出が一致）というのは、会計の視点から若干違和感があ
る。収支が一致する具体的な理由を示すことが望ましい。

予算計画は必要最小限の予算と考えます。
特に施設の老朽化が進み、長寿命化計画
に基づき県による修繕が実施されている
が、応急的に実施しなければならない諸修
繕等も数多くある状況です。引き続き限られ
た予算の有効な活用に努めます。

指定管理料は必要最低限の予算であり、
収入以上の支出が出来ないため、経費等
で減額調整し、差額がゼロになっていると
解釈しています。

第三者評価における指摘・意見等

・外国人の利用者は、ブラジル、中国などか
らの利用者を把握しており、必要に応じて注
意書き標記を行っています。今後、動向を
把握しながら必要に応じてパンフレット作成
を引き続き検討します。
・7～8月の来園者ピークには本緑地の駐車
スペースの許容を超える来園状況であるた
め、ピーク時以外の利用の底上げとして、
様々な広報媒体を活用し、本緑地の魅力・
見どころのＰＲを引き続き図ってまいります。

・外国人利用者向けパンフレットの作成に
ついては、外国人の利用実態を再調査する
とともに、実態に合わせた対応を指定管理
者と調整します。
・烏川渓谷緑地の旬な情報を迅速に発信で
きるよう指定管理者と調整します。

・間伐材の売却など、独自の工夫がみられる。一層の有効
利用を進めて欲しい。
・自主事業の実施数が少なめに感じる。限られた環境の中
でアイデアを出すのは難しいと思うが、市民会議や利用者
アンケートにより幅広く意見を聴取してはどうか。
・市民会議などと協議し、目的に沿ったイベントを企画し、
創意工夫は窺えるが、参加者のない事業もあり、情報発信
の工夫が必要と考える。また、情報発信の時期は、参加者
の日程調整上、現在より早期に実施して欲しい。
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